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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題は、燃料電池が作動する実環境下での「その場観察」から、電極、及び電解質における電気化

学反応の電極過程を総合的に明らかにすることで、高性能な電極の設計指針に寄与することを目標とし

ている。 

そのため、研究の前半においては実環境下で電極作動過程を総合的に観測する体制を整え、高温、実

雰囲気下での電極の多面的な評価手法の確立に向けて、挑戦的なアプローチを行った結果、種々の新た

な知見が得られたことを評価する。 

研究の後半においては、個々の計測結果のみに終わるのではなく、それらの計測結果を結びつけ総合

的に燃料電池電極の高性能化に向けたアプローチを進めている。その中で、アノード炭素析出の抑制に

関し担体の影響が大きいことを解析的に明らかにし、またカソードでのストロンチウムの偏析挙動を解

明したこと等、基礎研究としての種々の進展を評価する。 

今後は個別の現象の観測、そのメカニズムの解明に加えて、高性能電極の目指す構造やその設計指針

を明確にすることで、燃料電池装置の実機への適用、その高性能化につなげることを期待する。
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